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CO2排出源データベースの開発
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● 開発目的
CCSの実用化には、 CO2排出源と貯留層の適切なマッチングが不可欠であるため、以下の機能を有するデータ
ベース（DB）を作成し、これを支援する。
・全国の火力発電所・工場・ごみ処理施設等のCO2排出量を事業所ごとにデータベース化し、
調査済みの貯留ポテンシャルマップと統合表示＆情報検索機能 ⇒ 適切なマッチングを視覚的に支援
・バイオマス由来のCO2排出量もデータベース化 ⇒ BECCS潜在量の把握や地域のカーボンニュートラル化を支援
・港湾排出源情報、港湾からの距離による排出源スクリーニング、既存ガスパイプラインや高速道路網の表示機能
⇒ ハブ＆クラスター化、内陸型産業連携やCO2輸送手段等の検討を支援し、コスト削減に寄与

●機能概要

参考：
火力・原子力発電所設備要覧（一般社団法人 火力原子力発電技術協会, 平成29年度改訂版）、
石炭火力発電所一覧（資源エネルギー庁、電気事業法に規定する発電事業者が保有する特定発電用電気工作物）、
地球温暖化対策の推進に関する法律（以下、温対法）に基づく「算定・報告・公表制度」による排出量等データ、
エネルギーの使用の合理化等に関する法律（以下、省エネ法）に基づく定期報告書の集計・分析、資源エネルギー庁 『電力調査統計』、国土交通省 『社会資本情報プラットフォーム』、
平成17年度 二酸化炭素固定化・有効利用技術等対策事業 二酸化炭素地中貯留技術研究開発 成果報告書（ RITE, 2006 )
地図情報は、国土地理院 『地理院タイル』（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を使用

地図の拡大・縮小、表示
範囲の設定が可能

表示する背景地図やレイヤー、
港湾情報の選択が可能

表示されている排出源
リストをExcelデータ
としてダウンロード可能

項目ごとに検索およびフィルター設定が可能

「排出量」や「港湾まで
の距離」による排出源の
スクリーニングが可能

排出源区分による
フィルターが可能

中小火力、工場を含む約1万件の排出源を網羅
⇒ 社会全体のカーボンニュートラル検討に貢献
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● 特徴・活用例

・排出源のデータベース化とマップ表示、抽出機能
温対法公表データのCO2排出量から間接分（他者から供給される
電気・熱）の排出量を除き、事業所ごとの直接排出量を算出。DB化し、
マップ上に表示

BECCS潜在量の分析を目的として、
ごみ処理施設、バイオマス発電所、
製紙工場の黒液利用におけるバイオマス
由来のCO2排出量を算出し、表示

・バイオマス由来のCO2排出量の表示

・港湾距離、排出量のスクリーニング＆分析

バイオマス由来のCO2排出源分布

港湾からの距離(km)、排出量(Mt-CO2/年)による
排出源のスクリーニングが可能

Rを用いて統合（{ }内は利用したパッケージ（アドオン））

ダッシュボード{flexdashboard}

表{DT}地図{leaflet}

データ連携
{crosstalk}

国土地理院
地理院タイル

（web map service）

排出源データ
(スプレッドシート)

貯留層データ
(シェープファイル)

港湾、ガスPL、
高速道路情報

地図を移動・拡大し、

調査したい範囲を選択する
だけで、任意の場所にある
CO2排出源の抽出、リスト化
が完了

港湾5km以内（国土の約1%）

で全体の68%のCO2を排出

● 試用希望者への提供

試用をご希望の方に
本データベースの提供を
行っています。

https://www.co2choryu-kumiai.or.jp/組合ホームページ
新着情報から関連ページにアクセス

案内に従いお申し込みを

＜分析例＞＜距離によるスクリーニング＞

CO2排出量（Mt-CO2/年）

排出源数

5km以内

5-10km

10km超

港湾からの距離

港湾から50km以上離れたCO2排出源分布

～CCSバリューチェーン構築に向けて～

■貯留層
━ガスパイプライン
━高速道路

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html
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